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【溌
御み
竪
の
歴
史

近
江
八
景
の
一
つ
堅
田
の
落
雁
と
し
て
有
名
な
堅
田
の
浮
御
堂
は
、
び
わ
湖
の
最
狭
部
に
位
置
し
、
海
門

山
満
月
寺
と
称
す
る
禅
寺
で
京
都
紫
野
大
徳
寺
に
属
す
る
。
昔

一
条
天
皇
の
長
徳
年
間

（西
暦
九
九
五
年
頃
）

比
叡
山
横
川
恵
心
院
に
住
し
た
源
信

（恵
心
）
僧
都
が
、
び
わ
湖
を
山
上
よ
り
眺
め
湖
中
に

一
宇
を
建
立
し

て
自
ら

一
千
体
の
阿
弥
陀
仏
を
刻
ん
で
「千
仏
閣
」
「千
体
仏
堂
」
と
称
し
湖
上
通
船
の
安
全
と
衆
生
済
度
を

発
願
し
た
に
始
ま
る
。
因
み
に
僧
都
は
、
我
が
国
の
宗
教
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
浄
土
教
学
の
基
礎

を
樹
立
し
た

「往
生
要
集
」
の
著
者
で
あ
る
。
真
宗
伝
灯
第
六
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
。

堅
田
の
地
は
、
そ
の
後
、
建
武
の
始
め
よ
り
元
亀
天
正
に
至
る
間
に
、
度
々
戦
場
と
な
り
、
当
寺
も
漸
次

荒
廃
に
帰
し
た
が
、
徳
川
時
代
に
な
り
、
大
徳
寺
の
住
持
、
湘
南
宗
況
、
大
咄
宗
般
、
等
に
よ
っ
て
復
興
さ

れ
た
。
江
戸
時
代
よ
り
昭
和
九
年
迄
の
浮
御
堂
は
桜
町
天
皇
よ
り
御
能
舞
台
の
御
下
賜
を
仰
い
で
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
観
音
堂
の
聖
観
音
座
像
は
、
重
要
文
化
財
で
あ
り
平
安
時
代
、
約
九
百
年
前
の
尊
像
で
あ
る
。

現
在
の
浮
御
堂
は
、
昭
和
十
二
年
の
再
建
で

「阿
弥
陀
仏

一
千
体
」
を
安
置
し
て

「千
体
仏
」
と
称
し
て

い
る
。
「多
数
功
徳
作
善
信
仰
」
と
い
う
平
安
時
代
の
信
仰
、
一
体
よ
り
も
二
体
、
三
体
と
数
多
く
仏
像
を
作

る
事
に
、
功
徳
あ
り
と
考
え
た
様
子
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

浮
御
堂
は
湖
中
に
突
出
し
て
い
る
為
、
次
頁
裏
の
版
画
の
如
く
東
に
伊
吹
山
、
長
命
寺
山
、
近
江
富
士

（三
上
山
）、
沖
の
島
、
西
に
比
良
連
峰
、
比
叡
山
等
、
眼
前
に
湖
水
を

一
眺
出
来
る
。
風
景
絶
佳
の
地
点
で

風
花
雪
月
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
が
あ
り
、
境
内
の
老
松
も
閑
寂
な
寺
域
に
ふ
さ
わ
し
い
。
古
く
よ
り
堅
田
は
京
都

に
近
く
湖
上
交
通
の
要
地
で
、　
一
体
和
尚
、
蓮
如
上
人
が
錫
を
と
ど
め
、
芭
蕉
、　
一
茶
、
広
重
、
北
斎
等
が

杖
を
ひ
い
て
多
く
の
詩
歌
、
絵
画
を
残
し
て
い
る
。

口
聖
観
音
座
像
箇
重
要
文
化
ヒ

ロ
観
音
堂
塞
録
文
化
ヒ

薬
師
如
来
像
・十
一面
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

口
茶
室
玉
鈎
亭
唇
録
文
化
し

浮
御
堂
の
古
材
に
於
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
昭
和
九
年
ま
で
の
浮
御
堂
は
京
都
御
所
桜

町
天
皇
の
御
能
舞
台
の
御
下
賜
を
仰
い
で
建
立

さ
れ
て
い
た
。

〓
浮
御
堂
境
内
の
句
碑

比
良
三
上

雪
さ
し
わ
た
せ

鷺
の
橋

芭
　
蕉

病
雁
も

残

ら
で
春

の

渚

か
な

蘭

更

湖
も
　
フ」
の
辺

に
し
て
　
鳥
渡

る

虚
　
子

五
月
雨
の

雨
だ
れ
ば
か
り

浮
御
堂

土目
　
畝

口
近
江
八
景

●
堅
田
の
落
雁

●
唐
崎
の
夜
雨

●
三
井
の
晩
鐘

●
栗
津
の
晴
嵐

●
瀬
田
の
夕
照

●
石
山
の
秋
月

●
矢
橋
の
帰
帆

一
芭
蕉
の
句
碑

元
禄
四
年
の
仲
秋
名
月
の
翌
日
、
十

六
夜
に
お
月
見
の
宴
を
さ
れ
、
詠
ま

れ
た
句鎖

あ
け

て
月
さ
し
入
れ
よ

浮
御
堂


